外国人労働者の職務満足度に関する研究 : 社会的関係の調節効果に着目して by 李 善仁 & Sunnin Lee

























































第二に、外国人労働者が知覚する職務満足度は 5 満点を基準に 3.51(SD=0.88)だった。
国籍によっては、米国が最も職務満足度が高く現れ、年齢に応じては、40代が最も高い











統計的有意差が見出された。なお、国籍, 性別,家族同居の有無, 教育水準, 家族全体の収入
別に有意差は見出されなかった。 
第三に、外国人労働者の母国人と日本人との社会的関係の実態を調べるために、主要な
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今後、質的調査方法、縦断研究の方法を使用して、外国人労働者が知覚する文化適応ス
トレス要因と滞在期間に応じて適応していく過程など、様々な側面についての研究が行う
必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
